



ヤサイゾウムシ Listroderescostirostris ob/iquus (KLUG)の成虫休眠と飼育中の温度
・日長時間との関係，またそれにもとづく休眠の回避 ・覚醒による室内での大量周年飼育
についてはすでに報告したく松本1959，1963，松本，杉山1962). ここには1962年に調べ











知る目的で，成虫を1頭ずつ小シャーレ (4.5x 1. 8cm)に収容，ほぼ一定の大きさ (2.5
x2.5cm)に切ったサントウハクサイ葉片を与えて個体飼育を行ない.毎日摂食の有無・
産卵数を記録，餌 ・容器を新しいものに交換した.体重は羽化当日より 5日ごとに， トー
ションバランスで測定した. この実験区では羽化40日後に， 250C・14時間照明飼育か
ら200C・12時間照明飼育にきりかえ，休眠を覚醒，産卵*させるようにした.実験の頭
初， 85頭の羽化成虫が用意されたが， 実験期間中に9頭が死亡したので， これらの個体
は計算の頭初から削除し，結局76頭の個体についての調査である.
水分・脂質の測定:羽化してくる成虫を羽化月日別に，換気孔を設けたプラスチック容
器 (15x lO x 2.5cm) に 10~15頭前後の集団飼育とし，羽化当日より 5 日間隔の測定
日ごとに数頭ずつ採取し. 体重を測定した後， これをー200C中に投入し， 各測定日の














































羽化後 平体均重ム4 標偏準差 摂食虫数率
日数 mg % 。 39.85土3.40 1∞.0 
5 46.18土3.74 1∞.0 
10 48.14土3.63 l∞.0 
15 48.38土3.99 96.1 
20 46.50土3.73 27.6 
25 45.79土3.58 3.9 
30 45.93土3.49 13.2 
35 46.04土3.54 9.2 































。 37.94 31.11 81.99 6.83 18.01 0.29 0.77 4.27 1. 3425土O.似狗6
5 44.77 28.64 63.96 16.13 36.04 3.80 8.49 23.57 1.3545土O.∞19
10 46.88 24.43 52.05 22.45 47.95 7.32 15.62 32.62 1. 3697土O.∞40
15 44.55 20.89 46.86 23.66 53.14 8.25 18.59 34.94 1.3666土O.∞58
20 41.17 19.ω 46.36 22.08 53.64 7.37 17.91 33.40 1.36印土O.∞42
25 41. 15 18.97 46.10 22.18 53.90 6.90 16.77 31.10 1.3592土O.∞82
30 39.12 18.07 46.19 21. 05 53.81 6.09 15.56 28.92 1. 3556土O.∞54
35 39.45 19.15 48.52 20.30 51. 48 5.36 13.59 26.40 1. 3559土O.∞83
40 39.14 19.44 49.67 19.70 50.33 4.82 12.31 24.46 1.3519土O.∞81
各測定日とも 50頭ずつ2区(計1∞頭)の1頭当り平均値を示す
産卵開始後 49.33 24.91 日.67 6.52 13.26 26.17 1. 3708土O.∞454-5日 49.16 24.25 
て65日以後の摂食再活動期になって
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